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Purpose

4人での旅を成功させること。
旅での記録をみんなに伝える。

Meeting

事前準備
Youtube & Instagram 

Experience

出会い・会話・体験
COVID-19 による影響

夢→４⼈で海外旅⾏を成功させたい
旅を成功させるために！



Travel Records













分析の結果わかったこと

①旅をリアルタイムで投稿していた期間が⼀番再⽣数が伸びていた。

②視聴者の約半数がInstagram、フェイスブックの宣伝からみに来てくれた。

宣伝の効果が⼤きかった。

③僕たちの動画を様々な⼈たちにみてもらうためにハッシュタグをつけたこと

で、そのハッシュタグから登録者以外の⼈々にも動画を⾒てもらえた。

④コンパクトな動画の⽅が、⽐較的⾒られている。



・航空機代 ¥1,035,640

・交通費 ¥50,000

・保険料 ¥51,440

・宿泊費 ¥231,988

・食費 ¥52,500

・観光費 ¥0

・Wi-Fi  ¥52,448

・雑費 ¥42,943

・￥1,188,120 +¥152,480

・¥65,568 +¥15,568

・¥0 - ¥51,440

・¥348,340 +¥116,352

・¥232,830 +¥180,330

・¥282,154 +¥282,154

・¥0 - ¥52,448

・¥24,646 - ¥18,297

予算 実費

予算 Total Cost ¥1,516,959 実費 Total Cost  ¥2,141,658+\624,699

航空機代、宿泊費は旅のギリギリまで資⾦を確保できなかった為。
⾷費は想像以上に海外のご飯が美味しかった。
観光地での物価が想定より⾼かった。
観光費は⼊場料、各⾃のお⼟産代を含んでいます。



「旅を通して得た、⼤きな財産」

・⽇本ではなかなか体験することのできない⼈種差別を⾝をもって体験し、こ
のことについて考えるきっかけとなった。何も考えずに⾔っていたとしても、
簡単に⼈を傷つけることを改めて確認したことで、より相⼿を思いやる気持ち
を持てるようになった。
（キューバではコロナウイルスにより、アジア⼈差別をされた。）
（ジャマイカでは、過去に奴隷社会があったため、差別はされなかった。）

・ネットワークから離れる⽣活を送り、機械に囚われず、普段の⽣活やコミュ
ニケーションを楽しむことで、どんなことにも楽しさを⾒出すことの⼤切さを
すごく感じた。。

・⾊々な挑戦があったからこそ、たくさんの失敗を体験し、それを皆で⼒を合
わせて乗り越えた事が⼤きな財産となった。リスクを恐れずに何にでも挑戦し
ようという度胸がついた。

・⼈の温かみが⼈々を笑顔にすること。



＊⾃分たちの「夢」は何？で、それは達成されたのか？
→⾃分たちの夢は「四⼈での海外旅⾏を成功させること」。
四⼈でトラブルを乗り越え、旅は無事終了し、達成する事ができた。

＊また、この経験を今後どのように活かすのか？
→郷に⼊れば郷に従う ⾏った先のサーチが⾜りてなかった反省点を活かす
・かしこまったおもてなしではなく、ウェルカムな「おもてなし」をどの国でも受けた
ので、今後サービス業に就いた時に良い意味での「フランクさ」を持って働けるように
したい。
・ジャマイカでもキューバでも貧富の差を⼤きく感じた。この機会になぜ差が⽣じてい
るのかを考え、授業で勉強している「地域復興」をどのようにしていけるか答えを導き
たい。これらは今後観光・旅⾏業界に携わっていく上で⾮常に⼤きな⼒になると思う。


